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真光寺中学校では、ほぼ毎年、真光寺川の清掃活動を行っており、今年も去る 5 月 17 日に新

一年生全員参加の形で実施し、清流の会では事前レクチャー、周辺生物の説明等の協力を行った。

事前レクチャーは 5月 11 日に山口氏が学校に出向き行い、真光寺川流域の自然や暮らしの変遷、

川の役割、当会の活動目的・内容等について参加者に説明した。活動当日は、程よい暖かさの晴

天に恵まれ、清流の会の協力メンバー（山口、生江、吉田、山岡の諸氏に黒田氏が途中参加）が

待ち受ける広袴公園に 12 時 50 分、6 名の先生方に引率されて新 1 年生 116 名（４クラス）が

到着し広場を埋め尽くした。山口氏の挨拶、協力者の紹介に続き、山岡から調整池、真光寺川で

見られる鳥類と魚類について用意した写真を見せながら約 20 分説明した。 

その後 2 班に分かれて調整池を一周した。オナガガモやコガモ等の冬鳥が去り、サギ類も鶴見

川方面に採餌に出かけてガランとした水面には、カルガモとアヒルが所在無げに浮かんでいるだ

け、生憎の時間帯でカイツブリの姿も見られなかった。 

13 時半広袴公園を出発し、真光寺川右岸の側道を、川の 

状況や植物、鳥、魚等の生物を観察しながらノンビリ歩く。 

水辺にはキショウブ、ヒルガオ、ムラサキカタバミ等の花 

が見られ、側道には植栽の躑躅の芳しい香りが漂い、ナガミ 

ヒナゲシ、タンポポ、ユウゲショウ、ハルジオンなどが咲 

き誇り、川岸の桑には夥しい実が赤熟していて綺麗だ。 

一方川は汚れが目立ち、白っぽく濁った水面には褐変した 

アオコが浮き、底石はミズワタに覆われていたが、下堰辺り 

からは幾分かましになり、水中を泳ぐオイカワの群も目視で 

きるようになった。時折、生徒達の注意を促し、植物や魚の 

名前を教えたり、桑の実を摘んで食べて見せたりしたが、 

あまり反応がない。彼らは友達とオシャベリしながら快適

な初夏の散歩を思い思いに楽しんでいる様子だ。いいじゃ

ないか。屹度彼らなりに真光寺川の自然を満喫しているの

だろう。 

14 時頃、開戸親水（鶴見川への合流点）に到着。生江

氏の「川の話」の後、清掃活動を行ったが、会の清掃日か

ら間がないためか、先日の雨が押し流したものか、ゴミら

しきものが殆ど見当たらない。川に入る支度をした生徒達

はたちまちカワガキと化し、歓声を上げている。水は臭気

こそないものの、かなり濁った状態であったが、プール感

覚でどっぷりと水に浸かる生徒も続出、約半時間の水遊び

を楽しんだ。14 時 50 分開戸親水を後にし、真光寺川の両

岸に分れて側道のゴミを拾いながら広袴公園へ。予定通り 
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真光寺中学校の真光寺川清掃活動について 

 

 

 

 広袴公園での説明風景 

 

開戸親水での清掃作業 



15 時半に公園広場に到着した。今回はゴミが少なかったこともあり、生徒達にとって清掃活動

体験とは程遠いものとなったが、川岸ウオーキングや水遊びという形で川の自然に触れ、真光寺

川に親しみを持ってもらえたという面で成果があったのではないかと考える。       

 文 山岡鉄也 写真 野田敏之                                                                                        

  

真光寺川を清流にする会の有力な会員で、 

長年に亘り毎月の清掃に参加され、真光寺川まつりやエコフェスタ、野津田の丘の上の秋まつり

などに棕櫚バッタ、お手玉、数珠玉ブレスレットなどの作り方の指導をされ子ども達に人気のあ

る優しい方で当会に大変貢献していただきました。 

敬虔なクリスチャンで５月９日夜、神の御許に召されました。享年７０歳でした。アーメン 

山本 記                                       

                                       

清掃日の５月１３日は爽やかな天気のもと１３名の会員が参加し

て行われました。この日は 

真光寺川祭りを実施できるかどうかを決めるため、参加した 

会員全員で下堰親水の水質を観察しました。川は透明度が低 

く黒ずんだ色で、水底に付着していた泥状の藻が浮いて少し 

ずつ集まり、途切れなく流下していました。その時眼前を 40 

～５０センチ級のナマズが泳いて行きました。一瞬歓声が上 

がりました。この日はゴミ 20 袋、傘５本、網やプラスチックケ 

ース等を拾いました。 

                     

「めだかポスト」への寄付、一木 

会の寄付などで 5 月 13 日までの合計は 2.297 円でした 

里親の会の活動に対して皆様のご厚志に感謝いたします。 

   

   

 

 

 

    

   

川の中や川の周辺のゴミを拾います。一般の方々のご参加、大歓迎です。 

☆ スケジュール ９：３０  下堰親水場 集合   

9：45 ～11：30  開戸親水場～神明橋間の清掃作業  

 11：30 ～12：30  休憩と打ち合わせ（イチョウ会館）  

 12：30        解散予定 

『 http://www.shinkojigawa.com/』 ホームページへご意見ご感想をお寄せ下さい 

『真光寺川 里親の会』会長：山本隆治 町田市広袴 3-24-11 e-mail ryuji.yamamoto@beach.ocn.ne.jp 

 事務局：町田市能ケ谷 7-32-10 黒田健夫 ℡/Fax 042-708-4269 e-mail kawasemi@shinkojigawa.com  
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私 た ち の 行 動 基 準 

１，私たちの活動は、地元や地域の人たちに支持されているか。 

２，私たちの活動は、自然に対して謙虚であるか。 

３，私たちの活動は、誰にも解るように説明されているか。 

７月の清掃日は８日（第二日曜日）です。ご一緒に川を綺麗にしませんか 

 

中村順子さんを悼む 

５月の清掃報告 

 
真光寺川源流部雨の日に流入する白濁水 

めだかポスト 
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